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囲
曰
半
導
体
の
開
発
着
手

口
□
薄
型
Ｔ
Ｖ
を
大
型
化

今
年
の
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞
テ
ー

マ
と
な

っ
た
極
薄
炭
素
シ
ー
ト
の

「
グ
ラ

フ
ェ
ン
」
。
英
大
学
の
２
氏
が
受
賞
し
た

が
、
日
本
で
も
性
能
向
上

へ
向
け
た
技
術

開
発
や
電
子
部
品
へ
の
応
用
研
究
が
加
速

し
て
い
る
。
グ
ラ
フ
ェ
ン
の
仲
間
で
あ
る

フ
ラ
ー
レ
ン

（球
状
炭
素
分
子
）
や
カ
ー

ボ
ン
ナ
ノ
チ

ュ
ー
ブ

（筒
状
炭
素
分
子
）

の
研
究
で
も
世
界
の
先
端
を
行
く
。
日
本

発
の
優
れ
た
製
品
が
世
界
に
広
が
る
期
待

は
高
い
。

超
音
波
の
熱
で
が
ん
治
療 ′

嘲
珈
》

電気の流れやすさはシリコン
の10倍以上。薄くて透明、丈夫
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ソ
ニ
ー
は
グ
ラ
フ
ェ
ン
が

電
気
を
良
く
流
す
性
質
を
生

か
し
、
有
機
Ｅ
Ｌ

（
エ
レ
ク

ト
ロ

・
ル
ミ
ネ

ッ
セ
ン
ス
）

や
液
晶
な
ど
の
デ
ィ
ス
プ
レ

ー
を
採
用
し
た
薄
型
テ
レ
ビ

を
大
型
化

・
低
価
格
化
す
る

技
術
を
開
発
し
た
。
溶
液
に

シ
リ
コ
ン
基
板
を
浸
し
て
グ

ラ
フ
ェ
ン
で
コ
ー
テ
ィ
ン
グ

し
、
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
用
の
ト

ラ
ン
ジ
ス
タ
に
使

っ
た
。

現
在
は
多
結
晶
シ
リ
コ
ン

を
加
工
し
た
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ

を
使

っ
て
い
る
が
、
グ
ラ
フ

ェ
ン
は
塗
る
だ
け
で
済
み
大

型
化
し
や
す
い
。
印
刷
に
似

た
簡
単
な
方

法
で
作
れ
、

生
産
コ
ス
ト

を
大
幅
に
抑

え
ら
れ
る
と

み
て
い
る
。

産
業
技
術

総
合
研
究
所
は
グ
ラ
フ
ェ
ン

の
大
型
シ
ー
ト
の
量
産
技
術

を
開
発
、

１０
月
中
に
も
サ
ン

プ
ル
出
荷
を
始
め
る
。
電
機
、

素
材
メ
ー
カ
ー
な
ど
数
社
か

ら
引
き
合

い
が
あ
る

と
い

う
。
シ
ー
ト
の
連
続
生
産
の

実
証
実
験
に
も
着
手
。
今
年

度
中
に
も
終
え
、
企
業
と
量

産
体
制

の
整
備
を
検
討
す

る
。
大
型
グ
ラ
フ
ェ
ン
シ
ー

ト
は
、
丸
め
た
り
で
き
る
タ

1言場?ラ躍
=見

茄長量髯寝
グ

暑手軽に作製・観察
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グ
ラ
フ
ェ
ン
は
実
は
鉛
筆
の
芯

“
に
含
ま
れ
る
身
近
な
素
材
だ
。
芯

一
は
グ
ラ
フ
ァ
イ
ト
と
呼
ば
れ
る
物

＝
質
で
、
文
字
を
書
く
と
層
が
は
が

一
れ
落
ち
て
紙
の
上
に
付
く
。
こ
れ

一
が
グ
ラ
フ
ェ
ン
。
ノ
ー
ベ
ル
物
理

一
学
賞
受
賞
者
の
２
人
は
、
接
着
テ

一
―
プ
に
く

っ
つ
け
る
簡
単
な
方
法

一
で
作

っ
て
見
せ
た
。
東
京
大
学
の

一
長
汐
晃
輔

・
マ
テ
リ
ア
ル
エ
学
専

一
身
近
な
素
材

，鉛
筆
．の
中

ッ
チ
パ
ネ
ル
や
パ
ソ
コ
ン
な

ど
の
実
現
に
つ
な
が
る
。

グ
ラ
フ
ェ
ン
を
半
導
体
な

ど
に
使
う
研
究
も
進
む
。
物

質

・
材
料
研
究
機
構
の
塚
越

一
仁

・
主
任
研
究
者
ら
は
グ

ラ
フ
ェ
ン
を
２
枚
重
ね
た
電

子
デ
バ
イ
ス
を
試
作
、
電
圧

の
か
け
方
を
変
え
て
シ
リ
コ

ン
製
半
導
体
の
よ
う
に
電
流

の
オ
ン
、
オ
フ
を
制
御
で
き

る
こ
と
を
実
証
し
た
。
パ
ソ

コ
ン
な
ど
の
基
本
的
な
電
子

部
品
で
あ
る

「
ロ
ジ

ッ
ク
素

子
」
も
原
子
２
層
で
作
れ
、

シ
リ
コ
ン
を
超
え
る
微
細
回

路
に
道
を
開
く
。

富
士
通
、
日
立
製
作
所
、

東
芝
、
東
京
大
学
な
ど
は
グ

ラ
フ
ェ
ン
で
半
導
体
を
作
る

手
法
の
開
発
に
着
手
し
た
。

政
府
の
総
合
科
学
技
術
会
議

が
世
界
最
先
端
の
３０
人
に
巨

攻
講
師
に
実
演
し
て
も
ら
っ
た
。
　

２
つ
″

接
着
テ
ー
プ
に
グ
ラ
フ
ァ
ィ
ト

ー
分
に

を
乗
せ
、
そ
れ
を
挟
み
込
む
よ
う

ア
イ
」

に
テ
ー
プ
を
２
つ
に
折
る
。
テ
ー

く
広
ぶ

プ
を
広
げ
る
と
グ
ラ
フ
ァ
ィ
ト
が

板
上
】

■
■

郎
一

す
る
・^

椰
砦
破
片
＾

額

の
研
究
費
を
助
成

す
る

「
最
先
端
研
究
開
発
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム

」
の

一
環
。
グ
ラ

フ
ェ
ン
に
微
細
な
穴
を
開
け

る
と
半
導
体
の
性
質
を
持

つ

こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
シ

ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
最
適
な

穴
の
大
き
さ
と
間
隔
を
決
め

て
実
物
の
作
製
に
生
か
す
。

接
着
テ
ー
プ
の
間
に
グ
ラ
フ
ァ
イ
　
い
る

ｔ・

卜
を
は
さ
ん
で
薄
く
分
け
て
い
く

　

　

（壼

九
州
大
学
の
吾
郷
浩
樹
准

教
授
ら
は
高
品
質
な
単
層
の

グ
ラ
フ
ェ
ン
の
作
製
法
を
開

発
、
名
城
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ

ー
企
業
の
名
城
ナ
ノ
カ
ー
ボ

ン

（名
古
屋
市
、
橋
本
剛
社

長
）
を
通
じ
て
販
売
を
始
め

た
。
１
考
厨
四
方
の
グ
ラ
フ

ェ
ン
が
１０
万
円
程
度
。
今
後

グ
ラ
フ
ェ
ン
の
仲
間
で

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
イ
デ

ア
ル
ス
タ
ー

（仙
台
市
）
は

フ
ラ
ー
レ
ン
を
使
い
、
太
さ

が
約
１０
舒

（舒
は
１
０
０
万

分
の
１
）
ｙ
の
糸
状
太
陽
電

池
を
開
発
し
た
。
炭
素
繊
維

を
芯
と
し
て
使
い
、
そ
の
周

り
の
電
気
を
発
生
す
る
層
に

は
直
径
１

ノ
ナ

（
′
ナ
は
‐０
億
分

カ
ー
ボ
ン
ナ
ノ
チ

ュ
ー
プ
の
内
側
に
フ
ラ
ー
レ
ン
が
入

っ
た
素

材
の
電
子
顕
微
鏡
写
真
＝
名
占
屋
大
学

・
篠
原
久
典
教
授
提
供

太陽電池や
集積回路

れ
る
と
言
わ
れ
る
。
先
祖
か
ら

預
か

っ
た
自
然
を
未
来
の
子
ど

も
た
ち

に

つ
な
ぐ
責
任
が
あ

生
惚
多
様
性
一
〓
議

一難
　
“１
た
一
．．・一
ギ
〓

―
―
途
上
国
は
支
援
強
化
を

要
請
し
て
い
る
。

「
日
本
は
今
後
５
年
間
、
毎

蛛
鼈
笏
蟻



グ
ラ
フ
ェ
ン
は
実
は
鉛
筆
の
芯

に
含
ま
れ
る
身
近
な
素
材
だ
。
芯

は
グ
ラ
フ
ァ
イ
ト
と
呼
ば
れ
る
物

員
で
、
文
字
を
書
く
と
層
が
は
が

“
落
ち
て
紙
の
上
に
付
く
。
こ
れ

か
グ
ラ
フ
ェ
ン
。
ノ
ー
ベ
ル
物
理

子
賞
受
賞
者
の
２
人
は
、
接
着
テ

ー
プ
に
く

っ
つ
け
る
簡
単
な
方
法

じ
作

っ
て
見
せ
た
。
東
京
大
学
の

長
汐
晃
輔

ｏ
マ
テ
リ
ア
ル
エ
学
専

身

遅

在

素

材

、
鉛

筆
‐‐
‐

の

中

接
着
テ
ー
プ
の
間
に
グ
ラ
フ
ァ
イ

ト
を
は
さ
ん
で
薄
く
分
け
て
い
く

確
認
で
き
る
。
こ
の
手
軽
さ
か
ら

＝

研
究
者
人
口
も
爆
発
的
に
増
え
て

一

い
る
」

（長
汐
講
師
）
と
い
う
。　
＝

（実
演
の
模
様
を
電
子
版
に
）

＝
使
う
。

炭
素
繊
維
に
比
べ
電
気
を

流
す
能
力
を
１
０
０
倍
以
上

高
め
ら
れ
、
電
気
が
流
れ
る

距
離
を
従
来
の
数
考
肝
か
ら

数
済
に
増
や
せ
る
。
距
離
と

発
電
量
は
比
例
す
る
。
曲
げ

や
引

っ
張
り

に
対
す
る
強

度
も
数
倍
高

ま
る
見
込
み

だ
。カ

ー
ボ
ン
ナ
ノ
チ

ュ
ー
ブ

を
半
導
体
な
ど
に
使
う
研
究

で
も
成
果
が
出
始
め
た
。
名

古
屋
大
学
の
大
野
雄
高
准
教

授
ら
は
単
層
の
カ
ー
ボ
ン
ナ

ノ
チ

ュ
ー
プ
を
使

っ
て
半
導

体
素
子
の
基
本
で
あ
る
Ｃ
Ｍ

Ｏ
Ｓ

（相
補
性
金
属
酸
化
膜

半
導
体
）
の
作
製
に
成
功
し

た
。
高
性
能
な
大
規
模
集
積

回
路

（
Ｌ
Ｓ
Ｉ
）
な
ど
の
実

現
に
つ
な
が
る
。

´
製
法
開
発
も
進
む
。
名
大

の
宮
田
耕
充
助
教
ら
は
低
消

費
電
力
の
Ｌ
Ｓ
Ｉ
や
短
い
波

長
の
光
ま
で
電
気
に
変
換
で

き
る
太
陽
電
池
用
に
、
細
い

単
層
カ
ー
ボ
ン
ナ
ノ
チ

ュ
ー

プ
を
効
率
良
く
生
産
す
る
技

術
を
開
発
し
た
。
２
層
の
ナ

ノ
チ

ュ
ト
ブ
を
界
面
活
性
剤

を
入
れ
た
水
溶
液
に
溶
か
し

て
超
音
波
を

か
け
る
と
内

側

の
ナ

ノ
チ

ュ
ー
ブ
が
抜

け
、
太
さ
Ｏ

ｏ
６

ノ
ナ
房
の
単

層
ナ
ノ
チ

ュ
ー
ブ
が
得
ら
れ

た
。

学
の
遠
藤
守
信
教
授
や
名
城

大
学
の
飯
島
澄
男
教
授
が
発

フ
パ
ネ
ル
や
パ
ソ
コ
ン
な

〕
実
現
に
つ
な
が
る
。

ノ
ラ
フ
ェ
ン
を
半
導
体
な

」
使
う
研
究
も
進
む
。
物

）
材
料
研
究
機
構
の
塚
越

」
・
主
任
研
究
者
ら
は
グ

ノ
ェ
ン
を
２
枚
重
ね
た
電

フ
バ
イ
ス
を
試
作
、
電
圧

″
け
方
を
変
え
て
シ
リ

コ

大
半
導
体
の
よ
う
に
電
流

４
ン
、
オ
フ
を
制
御
で
き

」
と
を
実
証
し
た
。
パ
ソ

ン
な
ど
の
基
本
的
な
電
子

ｍ
で
あ
る

「
ロ
ジ

ッ
ク
素

も
原
子
２
層
で
作
れ
、

フ
コ
ン
を
超
え
る
微
細
回

」
道
を
開
く
。

自
士
通
、
日
立
製
作
所
、

こ
、
東
京
大
学
な
ど
は
グ

ノ
ェ
ン
で
半
導
体
を
作
る

い
の
開
発
に
着
手
し
た
。

川
の
総
合
科
学
技
術
会
議

」
界
最
先
端
の
３０
人
に
巨

額

の
研
究
費
を
助
成
す
る

「
最
先
端
研
究
開
発
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
の

一
環
。
グ
ラ

フ
ェ
ン
に
微
細
な
穴
を
開
け

る
と
半
導
体
の
性
質
を
持

つ

こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
シ

ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
最
適
な

穴
の
大
き
さ
と
間
隔
を
決
め

て
実
物
の
作
製
に
生
か
す
。

九
州
大
学
の
吾
郷
浩
樹
准

教
授
ら
は
高
品
質
な
単
層
の

グ
ラ
フ
ェ
ン
の
作
製
法
を
開

発
、
名
城
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ

ー
企
業
の
名
城
ナ
ノ
カ
ー
ボ

ン

（名
古
屋
市
、
橋
本
剛
社

長
）
を
通
じ
て
販
売
を
始
め

た
。
１
考
厨
四
方
の
グ
ラ
フ

ェ
ン
が
１０
万
円
程
度
。
今
後

１０
考
屑
四
方
も
生
産
で
き
る

よ
う
設
備
を
改
良
す
る
。

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
は
ル
テ
ニ

ウ
ム
と
い
う
金
属
の
基
板
を

使
い
、
単
層
で
高
品
質
な
グ

ラ
フ
ェ
ン
を
作
る
技
術
を
開

発
し
た
。
１
、デ
角
以
上
の
シ

ー
ト
が
で
き
、
こ
れ
を
利
用

し
た
電
子
部
品
を
作
る
。

の
１
）
房
の
フ
ラ
ー
レ
ン
を

分
散
さ
せ
た
。
光
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
電
気
に
変
え
る
効
率

は
約
３
％
と
低
い
が
、
改
良

す
れ
ば
約
１０
％
ま
で
高
ま
る

と
み
て
い
る
。

静
岡
大
学
な
ど
と
協
力
し

て
、
太
さ
十
数
ノ
房
の
カ
ー

ボ
ン
ナ
ノ
チ

ュ
ー
ブ
を
使

っ

た
太
陽
電
池

の
開
発
も
計

画
。
カ
ー
ボ
ン
ナ
ノ
チ

ュ
ー

プ
を
東
ね
て
通
常
の
炭
素
繊

維
並
み
の
大
さ
に
し
た
芯
を

フ
ラ
ー
レ
ン
は

ヨ

ト

ヽ

，ヾ

レ

事

薇性一〓議
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れ
る
と
言
わ
れ
る
。
先
祖
か
ら

預
か

っ
た
自
然
を
未
来
の
子
ど

も
た
ち

に

つ
な
ぐ
責
任

が
あ

攻
講
師
に
実
演
し
て
も
ら
っ
た
。
　
２
つ
に
分
か
れ
る
。
こ
の
作
業
を

一

接
着
テ
ー
プ
に
グ
ラ
フ
ァ
ィ
ト

ー
分
ほ
ど
繰
り
返
す
と
、
グ
ラ
フ

一

を
乗
せ
、
そ
れ
を
挟
み
込
む
よ
う

ァ
イ
ト
の
粉
が
テ
ー
プ
全
面
に
薄

＝

に
テ
ー
プ
を
２
つ
に
折
る
。
テ
ー

く
広
が
っ
た
。
粉
を
シ
リ
コ
ン
基

〓

プ
を
広
げ
る
と
グ
ラ
フ
ァ
ィ
ト
が

板
上
に
移
し
光
学
顕
微
鏡
で
観
察

〓

グ
ラ
フ
ェ
ン
の
仲
間
で
開
発

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
イ
デ

ア
ル
ス
タ
ー

（仙
台
市
）
は

フ
ラ
ー
レ
ン
を
使
い
、
太
さ

が
約
１０
寄

（済
は
１
０
０
万

分
の
１
）
屑
の
糸
状
太
陽
電

池
を
開
発
し
た
。
炭
素
繊
維

を
芯
と
し
て
使
い
、
そ
の
周

り
の
電
気
を
発
生
す
る
層
に

は
直
径
１
ノ

（
ノ
ナ
は
‐０
億
分

―
―
途
上
国
は
支
援
強
化
を

¨

要
請
し
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
“

「
日
本
は
今
後
５
年
間
、
毎

“

ナ フ
ノラ
チ |

ユレ
!ン

プ
。

勢
幽
趾
劃
膨
堀
劉

現代科学の人間観と実社会の人間像は、果たして共通認識の上に成り立っているのでしょうか?

科学にとどまらず、メディアや政治、果てはストリートカルチャーに至るまで、現代社会を

動かすダイナミクスのさまざまな現場において、既存の人間像は日々 空洞化しているよう

に見えるのです。この傾向がいっそう進行していくと、未来身体はどうなってしまうのか。

[ルネッサンスジェネレーション'10]で は、各界の知性の力を借りて、想像力の限界を探ります。

面に顕われたさまざまな人間観の乖離を提示する。

出演

タナカノリユキ
(ア ーティスト・クリエイティブディレクター・アートディレクター・映像ディレクター)

下條信輔
(カ リフォルニアエ科大学教授、知覚心理学・認知脳科学・認知発達学 )

内田売子
(早 稲田大学国際教養学部教授/生物人類学 。人類進化 )

日吉康夫
(東京大学大学院情報理工学系研究科教授/知能システム情報学・ロボティクス)

内海 健
(東京藝術大学健康管理センター准教授/精神科医・精神病理学)

してのヒト」を、そして暴走した心の問題を提起する。

,生原理へのアプロニチと、その可能性を語る。

彙の現場から、心と脳とその時代性を考える。


